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琉球舞踊・琉球古典音楽・紅型などが
使われる沖縄の民話をもとにした歌舞劇。



≪研究の狙い≫

→組踊の知名度を向上（普及）

沖縄の伝統芸能である
組踊の



①沖縄だけの「組踊」

組踊を観光化するメリット



・天候や季節に
左右されない

・新たな楽しみ方を提供
⇒リピーター増加

②沖縄観光の選択肢が増える

【現在の沖縄の観光】

自然やレジャーが中心

【課題】
・天候に左右されやすい
・冬場の観光客数の減少

組踊の観光化

組踊を観光化するメリット



現状調査

① 国立劇場おきなわへの問い合わせ
② 専門家へのインタビュー
③ アンケート調査
④ 組踊の鑑賞・体験教室への参加



国立劇場おきなわへの問い合わせ

組踊は年間で１２～１４公演行っている。

外国人観光客向けサービス
・多言語対応のホームページ
・「Ｄｉｓｃｏｖｅｒ ＫＵＭＩＯＤＯＲＩ」
組踊ワークショップ、解説付き公演。

ステージガイド「華風」の販売。
はなふう



インタビュー

組踊 人間国宝 城間徳太郎 先生
しろま とくたろう



Ｑ１：鑑賞前に知っておくべきことは？

Ａ：物語のあらすじ。



Ｑ２：組踊の発展についてどう考えているか？

Ａ：若手が頑張ることで
発展につながっていくと思う。



組踊体験教室への参加・公演の鑑賞



アンケート調査 Ｉｎ国際通り



調査結果

いいえ
９１％

はい
９％

Ｑ１ 組踊を知っているか？

国際通り 観光客100人（国内外）
２０１８年８月２２，２３日



いいえ
３９％

はい
５９％

Ｑ２ 組踊に興味があるか？

国際通り 観光客100人（国内外）
２０１８年８月２２，２３日



≪課題と改善にむけて≫

①公演数が少ない・料金が高い

⇒改善が難しい

組踊の普及



②方言が難しいため
内容が理解しにくい

⇒あらすじの現代語訳をつくる

≪課題と改善にむけて≫



③知名度が低い

⇒知ってもらうキッカケをつくる

≪課題と改善にむけて≫



⇒

⇒

組踊にゆかりのある地を巡るツアー

観光客に組踊を知ってもらうキッカケを作る

発展

普及



取り組み

① パンフレット・ポスター作成
② 修学旅行案内サイトへの掲載
③ 機内雑誌への提案



パンフレット・ポスター作成

観光地から知る組踊
（観光客向け）

観光地に関連のある
演目の紹介



パンフレット・ポスター作成

パンフレットよりも
目につきやすい

パンフレットは
興味のある人しか

手に取らないのでは？



パンフレットへの意見

城間 徳太郎 先生

あらすじもわかるようになっていてよい。

こういったものを作ってくれることや
増えていくことが嬉しい。



ゆいレール

・那覇空港駅
・首里駅



↑修学旅行団体割引

↑体験型ワークショップ

修学旅行生へ発信



サイトに乗せる情報は
定期的に変化している。

組踊も載せたことがあるはず。

サイト主催の修学旅行誘致イベントに
案を提出するのはどうか？



ＪＴＡ機内誌 「Coral way」

組踊の記事を提案

→観光地と関連させ
紹介する



「観光地と関連させる」 考え方

観光地と組踊をつなげる考え方は
面白いので参考にしたい



≪まとめ≫

組踊の観光化

沖縄の観光の発展 伝統文化の継承・発展



≪今後の展望≫

取り組み中の案の実現

他の伝統文化の発展にも繋がる
沖縄観光のさらなる発展



ご清聴ありがとうございました


